
脂肪組織由来幹細胞治療の流れ
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幹細胞は大きく３種類

Embryonic Stem細胞 induced Pluripotent Stem細胞
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それぞれの幹細胞の特長

体性幹細胞
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基本的には分化させた
細胞・組織を治療に使う



3 days 4.5 days 6.5 days (mouse)

受精卵 分割 Blastomere 胚盤胞 Blastocyst 脱出胚盤胞 Hatching blast

内胚葉
endoderm

中胚葉
Mesoderm

Space between ectoderm and endoderm

外胚葉
ectoderm

間葉系幹細胞
Mesenchymal stem cells

Blood vessel 血管
Myocytes 心筋
Fat 脂肪
Bone 骨
Cartlidge 軟骨
Bone marrow 骨髄

体形幹細胞のひとつ：間葉系幹細胞とその発生

中胚葉性組織（間葉）に由来する
体性幹細胞
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多分化能がある

体性幹細胞の一つ 間葉系幹細胞
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角質層

基底層

皮下組織

Epidermis

Dermis

皮膚病理組織染色標本

皮膚組織概略図

表皮

真皮

皮下組織

皮下組織の脂肪組織に幹細胞が存在している
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間葉系幹細胞は身体の至る所に存在

歯髄

骨髄

脂肪組織

臍帯

自己修復機能の源

間葉系幹細胞

13/47



間葉系幹細胞の特長

自己複製能

多分化能

多分化能
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凍結していた細胞のうち１億個の
細胞を融解し投与液バッグに封入

品質検査を経て患者様へ届けます

フラスコを大きく（継代）して細胞を増やしていきます

規格の細胞数まで
増やしたら小分けに
して細胞を凍結します

規格値：5千万～1.5億個

患者さん

脂肪組織
を採取

自己脂肪組織由来幹細胞治療の流れ

分離培養 継代培養拡大培養

投与日当日/前日

投与
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患者さん



脂肪組織 幹細胞の分離 幹細胞数の拡大

脂肪組織由来幹細胞の分離と拡大培養

少量（0.3g程度）の脂肪組織から幹細胞のみを分離し、細胞数を増加させる
61/74



・血管は身体の全域に行き渡っている
・点滴によって血流に乗り、循環した幹細胞が、損傷部位があれば、
そこに根付き、組織修復を促す。これをホーミング効果という。

・点滴投与することにより、直接投与できない部位に幹細胞を到達
させることができる

論文では脳梗塞、肺疾患、糖尿病、肝硬変、虚血性心疾患などに
効果があったとする報告がある。

静脈内投与した幹細胞が、脳や肺、肝臓、血管など様々な部位に
到達し、損傷部位を修復したと考えられる。

点滴で投与した幹細胞は効くの？
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幹細胞治療による効果 ～細胞と産生因子～
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幹細胞が効くメカニズム①
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幹細胞が効くメカニズム② 細胞老化現象

タイトル: p16INK4A-expressing mesenchymal stromal cells restore the senescence–clearance–regeneration sequence that is impaired in chronic muscle inflammation
著者：Takako S. Chikenji, Yuki Saito, Naoto Konari, Masako Nakano, Yuka Mizue, Miho Otani, Mineko Fujimiya（札幌医科大学解剖学第二講座）
掲載誌：EBioMeidcine DOI : 10.1016/j.ebiom.2019.05.012

生体内の間葉系間質細胞は、組織損傷
後に細胞老化因子p16ink4aを発現す
ると同時に、貪食細胞が集積し、すみ
やかに除去される。

除去されることで組織修復を促す、と
いう一見矛盾したような考えに思える
が、私たちの体にある細胞はダメージ
を受けた後、「細胞老化」という現象
を起こし、免疫細胞を呼びよせ、自身
をクリアランス（除去）させ、組織を
修復に導くという生体防御システムを
もっている。

これを「細胞老化—クリアランスーリ
モデリング連鎖」という。
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点滴で投与した幹細胞は効くの？
～ホーミング効果と免疫学的効果～
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幹細胞の成長と分化



臨床的幹細胞治療のメカニズム

アトピー性皮膚炎

リウマチ

骨関節炎
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幹細胞治療のメカニズム：アトピー性皮膚炎
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幹細胞治療のメカニズム：リウマチ
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幹細胞治療のメカニズム：骨関節炎
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複数回投与評価(Confidential)
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複数回投与評価(Confidential)
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老化とは幹細胞の減少である

約200種類、37兆個の細胞から出来ている私たちの
体。人間の体の老化とは幹細胞の減少と連動している。

生命を維持する全ての組織や臓器は機能細胞が集まっ
たもの。

これらの機能細胞ひとつひとつには、それぞれの寿命
があり、寿命を終えた細胞は自死し、そして幹細胞に
より新しい細胞が補われるサイクルが絶えず繰り返さ
れて、健康な状態の身体を保っている。
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間葉系幹細胞は老化するか？

47/47


	スライド 1
	スライド 2: 脂肪組織由来幹細胞治療の流れ
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6: 幹細胞は大きく３種類
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9: 体性幹細胞の一つ　間葉系幹細胞
	スライド 10: 間葉系幹細胞の特長
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13: 間葉系幹細胞は身体の至る所に存在
	スライド 14
	スライド 15: 骨髄、脂肪、臍帯、臍帯血由来幹細胞
	スライド 16
	スライド 17: 脂肪組織由来幹細胞の分離方法
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23: 世界のヒトMSCを用いた承認済再生医療等製品例
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27
	スライド 28
	スライド 29
	スライド 30: 臍帯血由来幹細胞の特長 エクソソームの大きさや数
	スライド 31
	スライド 32
	スライド 33
	スライド 34
	スライド 35
	スライド 36: 臨床的幹細胞治療のメカニズム
	スライド 37: 幹細胞治療のメカニズム：アトピー性皮膚炎
	スライド 38: 幹細胞治療のメカニズム：リウマチ
	スライド 39: 幹細胞治療のメカニズム：骨関節炎
	スライド 40
	スライド 41
	スライド 42
	スライド 43: 間葉系幹細胞は老化するか？



